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 全県、岩国、柳井、周南、山口、防府、宇部、山陽小野田、下関、長門、 
 萩、首都圏 

 
１ 件 名 

山口県立総合医療センターにおけるホスピタルアート制作について 
 
２  内 容 

山口県立総合医療センターが、山口県立大学国際文化学部文化創造学科 小橋
こ は し

圭介
けいすけ

准

教授の協力を得て行ってきたホスピタルアートが完成を迎えるに当たり、県立総合医療

センターから学生に対し感謝状が授与されます。 

ホスピタルアートとは、医療機関の中に芸術を取り入れることにより、無機質な病院

の白い壁や天井を温かみのある優しいものに変えて、患者、家族だけでなくそこで働く

医師等医療従事者にとっても心地よい空間とする取り組みです。 

今回の制作は、平成２５年１０月に協定を締結した、県立の地方独立行政法人である

県立病院と県立大学が連携することにより、文化創造学科の学生が、学習の実践を通じ

た社会貢献活動として病院内の小児医療に関わる施設（新生児集中治療室）の周辺の環

境改善に取り組んできたものです。 

 
３ 日 時 

平成 27年 10月 15日（木） 
１３：３０ 作業準備 
１４：００ 筆入れ作業開始 

（国際文化学部文化創造学科の学生が壁面に作品を制作します。） 
１４：３０ 感謝状贈呈式 
 

４ 感謝状贈呈式次第 

① 開会 

② 感謝状贈呈 

③ 総合周産期母子医療センター 

佐世正勝センター長あいさつ 

④ 学生代表あいさつ 

⑤ 閉会 

 
 
 
 



地方独立行政法人山口県立病院機構 
山口県立総合医療センター 
Yamaguchi Prefectural Grand Medical Center           

            

５ 場 所 
  山口県立総合医療センター内総合周産期母子医療センター 
  ４階 新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）前廊下 
 
６ 問い合わせ先 

山口県立総合医療センター 事務部総務課 
〒753-8502 防府市大字大崎 77番地 

  TEL 0835-22-4411 
 

山口県立大学 国際文化学部文化創造学科 
准教授 小橋圭介 

  TEL 090-8067-3688 
 
７ 備 考 
  本プロジェクトは、山口県立大学が「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」において研究に取り組んでい

る「サービスデザイン」の一環として、本学が開発したＳＰＳ（サービスデザイン・プロトタイピング・システム）

を採用し、大型スクリーンを用いたシミュレーションを行いながら、アートのコンセプトや内容について医療スタッ

フ等との意見調整や合意形成を図るなど、山口県立医療センターとの共創作業により進行しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 


